
丹
羽
文
雄
の
従
軍

　
　
　
　
　
　
く
ペ
ン
部
隊
Ｖ

か
ら

「
還
ら
ぬ
中
隊
」
へ

田
　
　
中

励
　
　
儀

　
昭
和
十
二
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
に
端
を
発
す
る
「
日
中
戦
争
」
の
全
面
化

に
お
い
て
、
日
本
の
作
家
が
大
挙
し
て
戦
場
を
視
察
し
た
、
い
わ
ゆ
る
〈
ペ
ン

部
隊
〉
の
存
在
は
有
名
で
あ
る
。
久
米
正
雄
、
浅
野
晃
ら
陸
軍
班
十
四
名
、
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
寛
、
北
村
小
松
ら
海
軍
班
八
名
の
総
勢
二
十
二
名
が
第
一
次
く
ペ
ン
部
隊
Ｖ

に
選
ば
れ
、
世
間
の
関
心
を
集
め
た
。
戦
時
下
の
作
家
の
行
動
を
検
討
す
る
上

で
重
大
な
事
件
と
考
え
ら
れ
る
が
、
個
々
の
作
家
の
動
静
に
っ
い
て
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
当
時
〈
情
痴
作
家
〉
と
目
さ
れ
て
い
た
丹

羽
文
雄
に
つ
い
て
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
そ
の
足
跡
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
昭
和
十
三
年
八
月
二
十
二
日
、
菊
池
寛
か
ら
「
内
閣
情
報
部
が
文
芸
家
に
何

か
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
明
二
十
三
日
の
午
後
三
時
、
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
一

相
官
邸
内
情
報
部
に
お
出
で
下
さ
い
ま
せ
ん
か
」
と
の
文
面
の
速
達
葉
書
を
受

　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

け
取
っ
た
丹
羽
は
、
翌
二
十
三
日
、
情
報
部
主
催
の
懇
談
会
に
出
席
。
「
そ
の

席
上
文
壇
か
ら
二
十
人
の
ペ
ン
の
戦
士
を
選
ん
で
陥
落
問
近
な
漢
口
の
最
前
線

へ
送
る
と
い
ふ
内
閣
情
報
部
の
文
壇
動
員
計
画
が
発
表
さ
れ
出
席
の
人
々
は
挙

　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て
賛
成
」
し
た
と
い
う
。
十
二
名
の
出
席
者
の
う
ち
、
横
光
利
一
、
白
井
喬

二
、
北
村
小
松
は
即
答
を
避
け
た
節
が
あ
る
が
、
丹
羽
は
賛
意
を
表
し
た
ら
し

い
。
人
選
を
任
さ
れ
た
文
壇
を
代
表
し
て
菊
池
寛
が
二
十
五
日
に
従
軍
希
望
者

の
名
簿
を
提
出
。
二
十
六
日
に
従
軍
作
家
二
十
二
名
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　
当
時
の
各
紙
に
は
、
「
堂
々
征
く
”
文
芸
部
隊
”
」
の
大
見
出
し
の
下
、
「
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

学
戦
士
の
面
々
」
の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
企
画
に
対
す
る
反
響

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
選
に
漏
れ
た
萩
原
朔
太
郎
は
「
彼
等
の
従
軍
に
よ
っ
て
、
事

変
の
本
質
的
な
リ
ア
リ
チ
イ
が
認
識
さ
れ
、
現
に
僕
等
の
頭
脳
の
中
に
モ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

く
し
て
ゐ
る
、
不
可
解
の
膝
騰
意
識
を
一
掃
し
て
も
ら
ひ
た
い
一
と
期
待
を

表
明
し
、
評
論
家
河
上
徹
太
郎
は
「
代
議
士
の
視
察
旅
行
に
類
し
た
、
精
神
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七



　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
お
大
名
旅
行
を
し
な
い
こ
と
だ
」
と
注
文
を
っ
け
て
い
る
。
一
方
、
軍
部
か

ら
は
、
た
と
え
ば
鈴
木
庫
三
陸
軍
少
佐
が
「
一
流
の
文
士
諸
君
が
奮
っ
て
従
軍

を
志
願
し
、
得
意
の
筆
に
よ
つ
て
報
国
の
誠
を
致
さ
う
と
い
ふ
企
て
」
を
「
快

挙
」
と
賞
し
た
う
え
で
、
「
改
め
て
従
軍
の
作
が
出
な
か
つ
た
ら
出
な
く
と
も

　
　

よ
い
」
と
、
度
量
の
大
き
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。

　
九
月
六
日
正
午
、
情
報
部
主
催
の
懇
談
会
が
再
度
開
か
れ
、
「
文
士
側
は
二

　
　
　
　
　
　
＠

十
二
名
全
員
出
席
」
、
日
程
等
を
聞
い
た
。
丹
羽
は
こ
の
時
点
ま
で
に
陸
軍
班

十
四
名
の
う
ち
に
所
属
す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
陸
軍
班
の
出
発

当
日
。
九
月
十
一
日
正
午
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・
グ
リ
ル
に
集
合
、
他
の
十
二
氏

（
白
井
喬
二
の
み
別
行
動
）
と
と
も
に
明
治
神
宮
に
参
拝
し
て
「
皇
軍
の
武
運

　
　
　
　
＠

長
久
を
祈
願
」
し
た
。
こ
の
折
の
写
真
が
『
文
芸
年
鑑
一
九
三
九
年
版
』
（
昭

１
４
．
１
０
・
１
０
、
第
一
書
房
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
作
家
が
す
べ
て
軍

服
ま
が
い
の
国
民
帽
（
久
米
正
雄
は
ヘ
ル
メ
ツ
ト
帽
）
、
国
民
服
に
ゲ
ー
ト
ル

を
着
用
し
て
い
る
中
で
、
ひ
と
り
丹
羽
の
み
が
ソ
フ
ト
に
背
広
と
い
う
平
服
で

参
道
を
歩
く
姿
が
際
立
っ
て
い
る
。
戦
後
、
こ
の
写
真
に
眼
を
留
め
た
平
野
謙

が
、
「
こ
い
つ
は
い
い
、
と
思
は
ず
あ
な
た
に
好
感
を
よ
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま

　
　
　
　
＠

せ
ん
で
し
た
」
と
述
べ
た
の
を
受
け
、
「
軍
部
に
ど
う
見
ら
れ
よ
う
と
、
仲
間

に
ど
う
見
ら
れ
よ
う
と
、
さ
う
い
ふ
こ
と
に
は
い
っ
か
う
無
神
経
な
私
で
あ
っ

＠
た
」
と
答
え
た
丹
羽
に
は
、
軍
人
と
一
線
を
画
し
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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一
行
は
そ
の
足
で
東
京
駅
に
赴
き
、
午
後
三
時
、
「
情
報
部
西
村
書
記
官
ほ

か
陸
軍
、
文
壇
関
係
者
数
百
名
の
熱
狂
的
な
歓
送
を
う
け
て
」
特
急
「
富
士
」

で
出
発
。
横
浜
、
小
田
原
な
ど
各
駅
ご
と
に
熱
心
な
フ
ァ
ン
に
送
迎
さ
れ
っ
つ
、

西
下
し
た
。
車
中
で
は
、
「
ぜ
ひ
漢
口
を
見
て
き
ま
す
よ
」
と
意
気
込
む
片
岡

鉄
兵
、
「
で
き
る
だ
け
最
前
線
に
出
て
み
た
い
」
と
興
奮
を
隠
さ
な
い
深
田
久

弥
、
「
男
の
み
な
さ
ん
よ
り
支
那
に
か
け
て
は
あ
た
し
先
輩
よ
」
と
喜
ぷ
林
芙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

美
子
ら
で
、
盛
り
あ
が
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
報
道
に
は
総
じ
て
お
祭
騒
ぎ
の
気

分
が
あ
る
。

　
「
”
筆
勝
”
の
意
気
た
か
く
、
ペ
ン
の
戦
士
出
陣
」
と
題
し
た
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ

フ
」
第
三
十
一
年
第
士
二
号
（
昭
１
３
・
９
・
２
８
）
に
は
、
車
中
の
写
真
と
従
軍

作
家
の
筆
跡
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
秋
高
し
た
、
ひ
た
押
し
に
征
く
こ
、
ろ
」

（
佐
藤
惣
之
助
）
、
「
秋
深
く
壮
士
亦
多
感
な
り
」
（
尾
崎
士
郎
）
、
「
平
服
の
特
務

兵
と
し
て
」
（
岸
田
国
士
）
等
、
気
負
い
立
っ
た
文
句
が
多
い
中
で
、
丹
羽
は

「
い
い
も
の
が
書
き
た
い
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
作
家
た
ち
が

例
の
国
民
服
姿
で
、
こ
と
さ
ら
に
日
の
丸
の
扇
子
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、

丹
羽
は
ズ
ボ
ン
吊
り
を
し
た
平
服
の
ダ
ン
デ
ィ
な
容
姿
で
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
後
年
、
村
松
定
孝
氏
が
「
『
流
石
に
丹
羽
さ
ん
は
便
乗
し
た

文
句
を
書
か
ね
え
な
』
と
わ
れ
わ
れ
文
学
青
年
達
は
、
そ
の
態
度
に
好
感
を
持

　
＠っ

た
」
と
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
作
家
と
し
て
の
自
覚
を
保
と
う

と
す
る
姿
勢
が
見
出
せ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
日
は
車
中
泊
。
当
時
の
『
時
刻
表
』
に
よ
れ
ば
、
特
急
「
富
士
」
は
九

月
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分
、
下
関
着
。
そ
の
ま
ま
、
関
門
連
絡
船
、
鹿
児
島

本
線
と
乗
り
継
げ
ば
、
午
前
十
一
時
四
十
三
分
に
博
多
に
到
着
す
る
。
一
行
は

こ
の
日
は
福
岡
に
泊
っ
た
模
様
で
、
翌
十
三
日
午
前
十
時
、
久
米
、
片
岡
、
佐

藤
、
川
口
、
浅
野
、
深
田
、
林
の
七
名
が
陸
軍
班
第
一
陣
と
し
て
、
福
岡
雁
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

飛
行
場
か
ら
ダ
グ
ラ
ス
機
で
上
海
へ
向
っ
た
。
丹
羽
は
、
尾
崎
、
岸
田
、
白
井
、

瀧
井
、
富
澤
、
中
谷
と
と
も
に
第
二
陣
と
し
て
、
九
月
十
五
日
午
前
十
時
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

三
分
、
や
は
り
雁
巣
飛
行
場
か
ら
後
を
追
っ
て
飛
び
立
っ
た
。
そ
し
て
、
同
じ

「
十
五
日
上
海
に
勢
ぞ
ろ
ひ
し
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
東
亜
ホ
テ

　
　
　
＠

ル
に
投
宿
」
し
た
。

　
九
月
十
七
日
、
「
軍
報
道
部
馬
淵
中
佐
に
連
れ
ら
れ
上
海
近
郊
の
激
戦
地
を

視
察
」
、
「
川
口
松
太
郎
、
久
米
正
雄
両
氏
は
非
常
に
は
り
き
っ
て
を
り
、
叢
の

な
か
に
い
ま
な
ほ
敵
の
死
体
が
あ
る
と
聞
く
や
雑
草
を
踏
み
分
け
駆
け
廻
る
と

　
　
　
ゆ

い
ふ
有
様
」
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
丹
羽
も
同
行
し
た
は
ず
だ
が
、
目
立
っ
た

動
き
は
み
せ
て
い
な
い
。
十
八
日
、
深
田
、
林
を
除
く
丹
羽
ら
十
二
名
は
杭
州

へ
行
き
、
「
十
九
日
は
早
朝
か
ら
各
方
面
敵
陣
地
、
名
刹
を
見
物
、
二
十
日
上

　
　
　
　
　
＠

海
に
引
揚
げ
た
」
。

　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
丹
羽
自
身
、
「
漢
口
攻
略
従
軍
記
－
杭
州
と
蘇

州
」
一
「
婦
人
公
論
」
２
３
ｌ
ｕ
、
昭
１
３
・
ｕ
）
と
い
う
現
地
報
告
を
綴
っ
て
い
る
。

「
上
海
か
ら
汽
車
で
杭
州
に
来
る
ま
で
に
、
私
は
幾
度
錯
覚
を
お
こ
し
た
か
判

　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

ら
な
い
。
（
略
）
そ
れ
ほ
ど
車
窓
に
映
る
風
景
は
内
地
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
」

と
、
中
国
の
ク
リ
ー
ク
に
日
本
の
田
園
風
景
を
重
ね
合
わ
せ
た
丹
羽
は
、
一
種

の
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
杭
州
の
街
の
有
志
が
張
発
杢
軍

に
金
を
積
ん
で
退
去
さ
せ
た
と
い
う
風
聞
を
聞
い
て
、
「
か
う
い
ふ
と
こ
ろ
に

も
、
今
度
の
事
変
に
相
手
が
国
を
挙
げ
て
立
ち
向
っ
て
来
ら
れ
な
い
弱
味
と
矛

盾
が
あ
る
の
だ
」
と
断
ず
る
と
こ
ろ
に
は
、
中
国
民
族
へ
の
蔑
視
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
「
成
長
」
を
考
え
た
時
、
「
私
の
細
々

と
し
た
、
脆
弱
な
芸
術
家
的
な
神
経
は
や
が
て
消
え
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
」

と
述
べ
る
な
ど
、
現
地
を
垣
問
見
た
丹
羽
は
、
早
く
も
作
家
と
し
て
の
危
機
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
あ
た
り
か
ら
新
聞
報
道
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
丹
羽
と
行
動
を

共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
白
井
喬
二
の
『
従
軍
作
家
よ
り
国
民
へ
捧
ぐ
』

（
昭
！
３
．
ｕ
．
１
５
、
平
凡
社
）
〔
以
下
、
（
白
井
）
と
略
す
〕
を
援
用
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
丹
羽
の
動
静
を
追
っ
て
い
く
。
白
井
は
日
時
を
細
か
く
記
し
て
お
り
、

作
家
の
行
動
を
跡
づ
け
る
の
に
役
に
立
っ
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
「
二
十
一
日

か
ら
渥
寧
鉄
道
の
旅
」
（
白
井
）
で
蘇
州
へ
。
丹
羽
は
改
札
口
に
入
ろ
う
と
し

た
時
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
宿
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
な
い
の
に
気
が
っ
い
て
困

惑
、
二
卜
列
車
お
く
れ
て
や
れ
と
覚
悟
Ｌ
を
決
め
る
。
待
合
室
で
た
ま
た
ま

火
野
葦
平
と
出
会
い
、
歓
談
し
た
後
、
「
昼
前
に
見
送
ら
れ
て
上
海
の
駅
を
発

つ
た
」
（
丹
羽
「
漢
口
攻
略
従
軍
記
」
一
。
蘇
州
で
一
行
に
追
い
つ
い
た
丹
羽
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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丹
羽
文
雄
の
従
軍

検
問
の
兵
士
の
苦
労
に
「
前
線
同
様
の
根
気
強
さ
、
不
携
の
精
神
力
」
を
見
出

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
い
く
ら
か
遊
覧
気
分
を
ま
じ
へ
て
ゐ
た
自
分
を
烈
し
く

恥
ぢ
」
、
「
一
刻
も
早
く
戦
線
へ
出
た
い
と
思
っ
た
」
（
同
）
。

　
蘇
州
で
一
泊
し
た
後
、
「
二
十
二
日
午
前
十
時
発
の
汽
車
に
て
南
京
に
む
か

ふ
」
（
白
井
）
。
南
京
で
数
日
滞
在
。
「
九
月
二
十
六
日
午
前
十
時
、
御
用
船
○

○
丸
に
便
乗
し
て
」
（
白
井
）
揚
子
江
を
遡
り
、
九
江
に
向
け
出
発
し
た
。
蕪

湖
、
太
子
磯
、
瀞
澤
と
、
江
上
で
三
泊
。
九
江
に
は
二
十
九
日
「
午
後
一
時
半

つ
ひ
に
入
港
」
（
白
井
）
し
た
。

　
こ
の
問
の
丹
羽
の
様
子
は
、
帰
国
後
の
報
告
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
（
『
秋
冷

抄
』
昭
１
５
・
９
・
２
０
、
砂
子
屋
書
房
、
所
収
）
か
ら
窺
え
る
。
「
南
京
か
ら
九

江
に
湖
航
す
る
途
中
、
迫
撃
砲
と
野
砲
で
撃
た
れ
た
」
事
件
も
あ
り
、
丹
羽
は

「
支
那
の
戦
地
の
夜
」
に
「
原
始
的
な
夜
の
恐
怖
」
を
味
わ
う
。
そ
し
て
、
「
戦

地
の
夜
と
い
ふ
題
材
だ
け
で
も
人
々
を
感
動
さ
せ
る
も
の
は
十
分
に
書
け
る
の

で
あ
る
。
が
兵
隊
は
い
つ
も
さ
や
う
な
感
動
を
踏
み
つ
け
て
、
銃
を
持
つ
て
ゐ

る
」
こ
と
に
感
心
す
る
。
「
兵
隊
の
心
理
と
い
ふ
も
の
は
人
問
に
許
さ
れ
て
ゐ

る
最
高
の
境
地
を
実
現
し
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
と
足
戦
地
に
ふ
み

こ
ん
で
見
て
、
し
み
｛
＼
と
判
る
実
感
で
あ
る
」
と
ま
で
称
揚
す
る
丹
羽
の
発

言
に
は
、
非
戦
闘
員
と
し
て
の
引
け
目
や
、
兵
士
に
対
す
る
素
朴
な
感
動
が
露

出
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
九
江
行
を
共
に
し
た
の
は
、
久
米
、
白
井
、
岸
田
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

佐
藤
、
尾
崎
、
川
口
、
富
澤
、
浅
野
、
丹
羽
の
九
名
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
〇

つ
づ
い
て
「
三
古
附
近
戦
跡
を
見
て
い
よ
く
前
線
に
向
つ
て
従
軍
し

畑
一
と
の
新
聞
報
道
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
分
か
る
の
は
、
「
十
月
三
日
午
前

七
時
、
九
水
丸
と
い
ふ
小
船
に
乗
つ
て
」
「
最
前
線
星
子
に
向
ふ
」
（
白
井
）
こ

と
で
あ
る
。
丹
羽
も
「
私
達
が
そ
こ
へ
辿
り
っ
い
た
の
は
十
月
の
三
日
で
あ
り
、

四
日
に
は
金
輪
峰
を
右
に
、
東
孤
嶺
を
左
に
見
て
進
ん
だ
が
、
戦
線
は
そ
れ
ほ

ど
進
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
」
（
丹
羽
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

あ
た
り
が
丹
羽
が
も
っ
と
も
前
線
に
近
づ
い
た
地
点
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
日
の
う
ち
に
九
江
へ
戻
っ
た
丹
羽
ら
は
、
翌
十
月
五
日
、
「
○
○
飛
行

場
に
見
学
に
行
」
き
、
「
丁
度
今
こ
れ
か
ら
永
修
方
面
の
敵
を
爆
撃
に
行
く
所

だ
か
ら
希
望
者
は
一
機
に
一
人
づ
・
同
乗
さ
せ
る
」
（
白
井
）
と
の
軍
部
の
提

案
を
受
け
入
れ
る
。
丹
羽
も
「
陸
軍
の
重
爆
機
に
の
り
、
糺
津
街
を
爆
撃
」
、

「
そ
の
時
軍
曹
の
一
人
が
敵
陣
め
が
け
て
伝
単
を
撒
く
こ
と
に
な
っ
た
。
私
も

手
伝
っ
て
下
界
め
が
け
て
伝
単
を
投
げ
下
し
た
」
（
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
）
と
い

う
。
直
接
、
銃
を
握
ら
ず
と
も
、
宣
伝
活
動
を
と
お
し
て
戦
い
に
参
加
し
た
わ

け
で
あ
る
。

　
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
白
井
喬
二
は
南
京
に
戻
っ
た
の
で
、
丹
羽
の
以
後

の
動
静
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
従
軍
文
芸
家
武
穴
鎮
前
進
紀

念
、
久
米
正
雄
、
富
澤
有
為
男
、
浅
野
晃
、
丹
羽
文
雄
、
岸
田
国
士
、
昭
和
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

三
年
十
月
八
日
」
と
寄
せ
書
き
し
た
色
紙
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
丹
羽
を
含
め

た
五
名
は
十
月
八
日
、
武
穴
ま
で
前
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
の
ひ
と



り
岸
田
国
士
に
よ
れ
ば
、
「
武
穴
の
対
岸
馬
頭
か
ら
○
○
部
隊
の
陽
新
攻
撃
を

　
　
　
ゆ

見
に
行
く
」
計
画
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
丹
羽
は
「
武
穴
で
猛
烈
な
下
痢
を
や

り
、
赤
痢
で
は
な
い
か
と
九
江
で
養
生
」
（
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
）
す
る
。
岸
田

も
ま
た
馬
頭
で
激
し
い
歯
痛
に
襲
わ
れ
、
「
全
身
の
疲
労
甚
だ
し
く
」
九
江
に

戻
っ
た
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
東
京
を
出
発
し
て
一
ケ
月
近
く
経
っ
た
現
在
、

作
家
た
ち
に
体
力
の
限
界
が
や
っ
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
丹
羽
は
「
九
江
か
ら
は
病
院
船
に
よ
っ
て
、
私
は
南
京
に
戻
っ
た
。
船
中
で

二
人
の
少
尉
と
知
合
に
な
り
、
『
還
ら
ぬ
中
隊
』
を
書
く
ヒ
ン
ト
を
与
へ
ら
れ

た
」
（
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
一
と
い
う
。
前
線
へ
出
る
こ
と
を
望
ん
だ
健
康
時
に

忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
作
家
意
識
が
、
逆
に
肉
体
が
病
を
得
た
時
に
蘇
っ
て
き

た
の
は
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。
こ
の
時
、
丹
羽
の
頭
に
帰
国
後
の
作
家
活
動

が
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
は
問
違
い
な
い
。

　
前
線
で
は
武
漢
攻
略
が
予
定
ど
お
り
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
が

て
、
「
陸
軍
ペ
ン
部
隊
白
井
喬
二
、
尾
崎
士
郎
両
氏
は
十
五
日
午
後
一
時
十
分
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福
岡
飛
行
場
着
定
期
便
で
上
海
よ
り
帰
来
」
の
新
聞
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
陸

軍
班
の
面
々
も
追
い
追
い
帰
国
し
て
い
っ
た
。
よ
う
や
く
十
月
二
十
六
日
、
日

本
軍
は
漢
口
・
武
昌
を
占
領
、
二
十
七
日
に
は
漢
陽
を
占
領
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
武
漢
三
鎮
陥
落
」
を
祝
っ
た
。
陸
軍
班
の
う
ち
、
陥
落
後
の
武
漢
に
入
っ
た

作
家
に
は
久
米
正
雄
、
片
岡
鉄
兵
、
林
芙
美
子
ら
が
い
る
。

　
そ
の
頃
、
丹
羽
は
上
海
で
予
後
を
養
っ
て
お
り
、
「
新
申
報
」
と
い
う
親
日

　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

新
聞
杜
の
二
階
か
ら
提
灯
行
列
を
眺
め
て
い
た
。
「
雨
が
降
っ
て
ゐ
た
。
支
那

の
子
供
達
は
濡
れ
な
が
ら
、
旗
を
ふ
り
、
『
何
日
君
再
来
』
を
幼
い
口
で
合
唱

し
な
が
ら
、
新
聞
社
の
前
に
来
る
と
萬
歳
を
三
唱
し
た
」
（
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
）
。

帰
国
後
も
「
そ
の
時
の
複
雑
な
印
象
が
ま
ざ
ま
ざ
と
思
ひ
出
さ
れ
る
」
（
同
）

と
い
う
丹
羽
は
、
他
国
を
戦
場
と
す
る
日
本
軍
の
勝
利
に
、
そ
し
て
自
国
の
荒

廃
の
う
え
に
「
命
が
け
の
響
」
を
込
め
て
萬
歳
を
唱
和
す
る
「
親
日
支
那
の
子

供
達
」
に
、
何
か
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
他
に
も
、
「
或
る
日
本
人
の
食
料
品
店
の
主
人
は
、
特
に
私
達
従
軍
作
家
に

反
感
を
も
つ
て
ゐ
て
、
あ
ん
た
達
は
か
へ
り
た
い
と
思
へ
ば
い
っ
で
も
か
へ
れ

る
結
構
な
身
の
上
だ
と
皮
肉
っ
た
」
（
同
）
事
実
を
書
き
留
め
る
な
ど
、
必
ず

し
も
暖
か
い
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
現
地
の
日
本
人
の
眼
差
し
を
感
じ
と
っ
て

い
る
。
さ
す
が
に
兵
士
の
反
応
ま
で
書
き
留
め
る
の
は
揮
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、

生
命
の
危
険
に
直
面
し
っ
っ
実
戦
に
従
事
し
て
い
る
者
か
ら
す
れ
ば
、
〈
ペ
ン

部
隊
〉
の
作
家
な
ぞ
お
大
名
旅
行
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

　
丹
羽
が
十
月
二
十
七
日
ま
で
上
海
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
つ
帰
国
し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
「
陥
落
問
近
な
漢
口
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の
最
前
線
へ
送
る
と
い
ふ
（
略
）
文
壇
動
員
計
画
」
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
陥
落

後
、
程
遠
く
な
い
日
に
中
国
を
離
れ
た
こ
と
と
推
察
で
き
る
。

　
帰
国
後
の
作
家
た
ち
は
講
演
会
に
招
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
林
芙
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一



　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

が
朝
日
新
聞
社
系
、
岸
田
国
士
が
文
芸
春
秋
社
系
、
丹
羽
文
雄
は
中
央
公
論
社

系
と
、
裁
然
と
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
作
家
と
そ
れ
を
後
援
す
る
出
版
社
の
関

係
を
思
わ
せ
て
面
白
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
十
一
月
二
十
一
日
午
後
六
時
よ

り
日
本
青
年
館
（
明
治
神
宮
外
苑
）
で
催
さ
れ
る
「
中
央
公
論
社
主
催
、
従
軍

文
士
報
告
講
演
会
」
の
予
告
チ
ラ
シ
が
「
中
央
公
論
」
十
二
月
号
に
綴
じ
込
ま

れ
て
い
る
。
「
抗
日
第
二
の
巣
窩
武
漢
は
ま
た
な
き
劫
火
の
裡
に
潰
え
た
。
こ

の
戦
史
瞭
古
の
大
攻
防
戦
に
参
加
し
文
学
の
眼
と
心
を
以
て
具
に
そ
の
状
を
観

了
し
来
た
っ
た
ペ
ン
部
隊
は
今
や
日
本
知
識
層
に
何
を
訴
へ
告
げ
む
と
す
る

か
？
　
聴
け
そ
の
熱
と
力
の
声
！
」
の
惹
句
と
と
も
に
、
富
澤
有
為
男
、
尾
崎

士
郎
、
丹
羽
文
雄
の
講
演
、
中
央
公
論
社
社
長
嶋
中
雄
作
の
挨
拶
の
後
、
さ
ら

に
石
川
達
三
の
講
演
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
確
認
し
え
た
昭
和
十
三
年
八
月
以
降
の
〈
ペ
ン
部
隊
〉
に
お
け
る
丹

羽
文
雄
の
動
静
を
、
次
に
日
誌
風
に
示
し
て
お
く
。

８
月
２
３
日
　
内
閣
情
報
部
主
催
の
懇
談
会
に
出
席
。
文
壇
動
員
計
画
を
受
諾
。

　
　
２
６
日
　
〈
ペ
ン
部
隊
〉
メ
ン
バ
ー
二
十
二
名
決
定
。
丹
羽
は
陸
軍
班
に
所

　
　
　
　
　
属
。

９
月
６
日
　
内
閣
情
報
部
主
催
の
懇
談
会
に
出
席
。
日
程
を
聞
く
。

　
　
ｕ
日
　
陸
軍
班
十
三
名
、
明
治
神
宮
参
拝
後
、
午
後
三
時
、
特
急
「
富

　
　
　
　
　
士
」
で
東
京
駅
を
出
発
。
白
井
喬
二
の
み
別
行
動
。

　
　
１
２
日
　
午
前
九
時
三
十
分
、
下
関
着
。
の
ち
福
岡
へ
。

１
３
日

１
５
日

１
７
日

１
８
日

２
０
日

２
１
日

２
２
日

２
６
日

２
９
日

　
　
３
０
日

１
０
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
一
一

陸
軍
班
第
一
陣
七
名
、
午
前
十
時
、
福
岡
雁
巣
飛
行
場
よ
り
上
海

へ
出
発
。

陸
軍
班
第
二
陣
七
名
、
午
前
十
時
五
十
三
分
、
福
岡
雁
巣
飛
行
場

よ
り
上
海
へ
出
発
。
丹
羽
も
こ
の
便
に
搭
乗
。

陸
軍
班
十
四
名
、
上
海
に
集
合
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
．
マ
ン
シ
ョ

ン
と
東
亜
ホ
テ
ル
に
投
宿
。

上
海
近
郊
の
戦
跡
を
視
察
。

汽
車
で
杭
州
へ
。
戦
跡
を
視
察
。

上
海
に
戻
る
。

渥
寧
鉄
道
で
蘇
州
へ
。
丹
羽
は
一
と
列
車
遅
れ
て
、
た
ま
た
ま
火

野
葦
平
に
会
い
、
見
送
ら
れ
て
、
昼
前
出
発
。
蘇
州
で
一
行
と
合

流
。午

前
十
時
発
の
汽
車
で
南
京
へ
。
戦
跡
を
視
察
。

午
前
十
時
、
御
用
船
で
九
江
へ
向
け
て
出
発
。
途
次
、
砲
撃
を
受

け
る
。

午
後
一
時
三
十
分
、
九
江
着
（
久
米
・
白
井
・
岸
田
．
尾
崎
．
川

口
・
富
澤
・
浅
野
・
佐
藤
・
丹
羽
）
。

付
近
の
戦
跡
を
視
察
後
、
各
自
、
前
線
に
向
け
て
出
発
。

午
前
七
時
、
丹
羽
・
白
井
・
岸
田
ら
、
九
水
丸
で
星
子
へ
向
け
て

出
航
。
三
時
間
後
、
湖
口
に
到
着
。
の
ち
星
子
へ
。



４
日

５
日

８
日

１
５
日

２
６
日

２
７
日

　
　
？
・
日

ｕ
月
－
日

２
１
日

前
線
の
金
輸
峰
・
東
孤
嶺
問
を
進
む
。
の
ち
九
江
へ
戻
る
。

九
江
の
飛
行
場
か
ら
陸
軍
の
重
爆
機
に
乗
り
、
糺
津
街
を
爆
撃
。

伝
単
を
撒
く
。

武
穴
へ
前
進
（
久
米
・
富
澤
・
浅
野
・
丹
羽
・
岸
田
）
。

こ
の
こ
ろ
、
武
穴
で
丹
羽
は
猛
烈
な
下
痢
を
患
い
、
九
江
に
戻
っ

て
養
生
に
努
め
る
。
や
が
て
、
病
院
船
で
南
京
に
引
き
返
す
。
こ

の
船
中
で
二
人
の
少
尉
と
知
り
合
い
に
な
り
、
「
還
ら
ぬ
中
隊
」

を
書
く
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る
。
の
ち
、
上
海
へ
。

白
井
・
尾
崎
、
帰
国
。

日
本
軍
、
漢
口
・
武
昌
を
占
領
。

日
本
軍
、
漢
陽
を
占
領
（
武
漢
三
鎮
陥
落
）
。
の
ち
、
久
米
・
片

岡
・
林
ら
入
城
。
丹
羽
は
上
海
で
報
道
に
接
し
、
提
灯
行
列
を
見

る
。

帰
国
。

「
婦
人
公
論
」
十
一
月
号
に
「
漢
口
攻
略
従
軍
記
　
杭
州
と
蘇
州
」

を
発
表
（
九
月
に
執
筆
、
現
地
か
ら
送
稿
し
た
も
の
か
）
。

従
軍
文
士
報
告
講
演
会
（
於
、
明
治
神
宮
外
苑
日
本
青
年
館
）
で
、

富
澤
・
尾
崎
・
石
川
と
と
も
に
講
演
。

丹
羽
文
雄
の
従
軍

二

　
帰
国
後
の
丹
羽
の
第
一
作
は
、
中
国
で
の
体
験
に
基
づ
い
た
「
還
ら
ぬ
中

隊
」
で
あ
る
。
こ
の
作
晶
は
「
中
央
公
論
」
第
五
十
三
年
第
十
二
号
（
昭
１
３
・

１
２
）
に
発
端
を
発
表
、
同
誌
次
号
、
第
五
十
四
年
第
一
号
（
昭
１
４
・
１
）
を
も

っ
て
完
結
し
た
。

　
十
二
月
号
に
付
載
さ
れ
た
作
者
の
「
断
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
十
一
月
号
に
従

軍
記
録
、
十
二
月
号
に
小
説
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
」
た
が
、
意
外
に
手
間

ど
っ
た
の
で
、
小
説
の
発
端
の
み
を
掲
載
し
た
由
で
あ
る
。
「
出
発
の
時
に
は
、

十
分
十
二
月
号
に
小
説
が
書
け
る
っ
も
り
で
ゐ
ま
し
た
。
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
出
発
前
か
ら
出
版
社
と
契
約
が
で
き
て
い
た
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

あ
る
。
な
お
、
本
作
は
十
二
月
号
の
目
次
で
は
「
従
軍
小
説
」
（
傍
点
引
用
者
、

以
下
同
）
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
同
誌
に
は
前
述
の
中
央
公
論
杜
主
催
の
「
従

軍
文
士
報
告
講
演
会
」
で
肩
を
並
べ
た
、
富
澤
有
為
男
「
中
支
戦
線
」
、
尾
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

士
郎
「
揚
子
江
の
秋
」
が
併
載
さ
れ
て
お
り
、
「
大
武
漢
戦
従
軍
記
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
作
家
を
専
属
化
さ
せ
た
い

出
版
杜
の
意
図
は
明
ら
か
だ
が
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
丹
羽
に
小
説
創
作
へ

の
意
欲
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
同
社
系
の
雑
誌
「
婦
人
公
論
」
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

号
に
現
地
か
ら
「
漢
口
攻
略
従
軍
記
」
を
送
っ
て
い
る
丹
羽
は
、
帰
国
後
は
創

作
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
従
軍
作
家
の
大
半
が
従
軍
記
の
類
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三



　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

発
表
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
最
前
線
に
出
る
機
会
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
書
斎
の
作
家
に
と
っ
て
は
強

烈
な
体
験
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
れ
を
整
理
し
抽
象
す
る
に
は
時
問
が
必
要
で

あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
改
め
て
従
軍
の
作
が
出
な
く
と
も
よ
い
と
の
情
報
部
の

意
向
は
、
作
家
の
気
分
を
楽
に
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
同
年
、
世

間
を
賑
わ
せ
た
石
川
達
三
の
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
（
「
中
央
公
論
」
昭
１
３
．

３
）
筆
禍
事
件
が
作
家
を
畏
縮
さ
せ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
早
く
、
博
多
へ
の
車
中
で
「
い
い
も
の
が
書
き
た
い
」
と
作
家
意
識
を
旺

盛
に
示
し
て
い
た
丹
羽
は
、
積
極
的
に
創
作
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
、
一

年
に
五
十
作
前
後
の
小
説
を
発
表
す
る
程
の
並
外
れ
た
筆
力
を
見
せ
て
い
る
だ

け
に
、
自
信
も
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
丹
羽
の
帰
国
は
十
月
二

十
八
日
以
降
で
あ
り
、
ま
た
「
中
央
公
論
」
十
二
月
号
の
発
売
日
は
、
同
誌
に

十
一
月
二
十
一
日
開
催
の
「
従
軍
文
士
報
告
講
演
会
」
の
予
告
チ
ラ
シ
が
綴
じ

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
遅
く
と
も
十
一
月
中
旬
以
前
で
あ
っ
た
は

ず
で
、
執
筆
に
許
さ
れ
た
時
問
は
あ
ま
り
に
も
短
い
。
仮
に
中
国
滞
在
中
に
書

き
始
め
た
と
し
て
も
「
『
還
ら
ぬ
中
隊
』
を
書
く
ヒ
ン
ト
を
与
へ
ら
れ
た
」
病

院
船
に
乗
っ
た
の
は
十
月
八
日
以
降
で
あ
り
、
雑
誌
の
印
刷
工
程
も
勘
案
す
る

と
、
執
筆
期
問
は
一
ケ
月
に
満
た
な
い
。
丹
羽
が
一
気
に
書
き
下
ろ
せ
な
か
っ

た
主
な
理
由
は
、
執
筆
期
間
の
不
足
に
あ
る
。

　
「
還
ら
ぬ
中
隊
」
の
第
二
章
後
半
部
分
か
ら
第
七
章
末
尾
（
完
結
）
ま
で
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
四

発
表
さ
れ
た
昭
和
十
四
年
一
月
号
の
創
作
欄
に
は
、
石
川
達
三
の
「
武
漢
作

戦
」
が
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
「
武
漢
作
戦
」
は
、
「
生

き
て
ゐ
る
兵
隊
」
が
発
禁
処
分
に
遭
い
、
禁
固
四
ケ
月
執
行
猶
予
三
年
の
第
一

審
判
決
を
受
け
上
告
中
だ
っ
た
石
川
が
、
〈
ペ
ン
部
隊
〉
と
は
別
に
中
央
公
論

社
特
派
員
と
し
て
武
漢
作
戦
を
取
材
し
た
体
験
に
基
づ
い
て
書
き
上
げ
た
作
品

で
あ
る
。
石
川
自
身
、
作
晶
末
尾
に
「
出
来
る
だ
け
忠
実
な
戦
記
を
構
成
し
て

見
よ
う
と
し
た
。
小
説
と
も
つ
か
ず
記
録
と
も
つ
か
ぬ
中
途
半
端
な
も
の
に
な

つ
て
し
ま
つ
た
」
と
付
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
記
形
式
を
採
用
し
た
従
軍
記

的
色
彩
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
目
次
で
は
「
小
説
」
と
銘
打
た
れ
て
い

る
も
の
の
、
本
文
の
表
題
で
は
「
戦
史
の
一
部
と
し
て
」
と
わ
ざ
わ
ざ
副
題
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
付
記
や
副
題
が
戦
後
版
で
は
削
除
さ
れ
た
事
実
が
示

す
よ
う
に
、
石
川
は
か
な
り
当
局
の
眼
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
「
武
漢
作
戦
」
は
、
上
海
で
〈
ペ
ン
部
隊
〉
の
案
内
役
だ
っ
た
当
時
の
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

道
部
長
馬
淵
逸
雄
に
「
見
事
に
名
誉
を
恢
復
し
た
」
作
晶
と
認
め
ら
れ
た
。

　
本
来
、
創
乍
の
基
盤
と
な
る
べ
き
虚
構
精
神
を
発
揮
し
て
「
生
き
て
ゐ
る
兵

隊
」
を
書
い
た
石
川
で
さ
え
、
従
軍
記
的
な
形
式
に
後
退
し
た
こ
の
時
期
に
、

同
じ
武
漢
作
戦
の
従
軍
体
験
に
基
づ
い
た
作
品
を
「
小
説
」
と
し
て
発
表
し
た

丹
羽
に
は
、
し
だ
い
に
制
約
が
厳
し
く
な
る
時
代
状
況
へ
の
顧
慮
は
、
比
較
的

少
な
い
。

　
「
還
ら
ぬ
中
隊
」
は
、
Ｙ
Ａ
新
聞
九
江
支
局
に
一
年
半
前
か
ら
駐
在
し
て
い



る
記
者
酒
井
庸
三
が
、
前
線
に
出
掛
け
て
は
記
事
を
書
き
、
ま
た
支
局
に
戻
る

生
活
を
叙
し
て
い
る
。
鍵
木
部
隊
に
所
属
す
る
三
宅
中
隊
に
随
伴
し
た
酒
井
は
、

戦
場
で
激
し
い
下
痢
に
襲
わ
れ
白
分
の
死
体
を
眺
め
る
幻
覚
に
陥
る
。
そ
の
間
、

部
隊
長
が
記
し
た
「
陣
中
日
記
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
住
職
出
身
の
伍
長
の
活

動
、
上
官
と
部
下
と
の
家
族
的
な
紐
帯
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
描
か

れ
る
。
そ
し
て
、
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
い
わ
ゆ
る
「
町
内
部
隊
」
の
兵
士
が

戦
闘
の
な
か
で
次
々
と
死
ん
で
い
き
、
黒
火
街
の
騎
駝
山
攻
略
戦
で
壊
滅
し
た

後
、
残
さ
れ
た
中
隊
長
の
遺
書
を
酒
井
が
写
し
と
る
場
面
で
作
品
は
閉
じ
ら
れ

る
。　

末
尾
の
「
付
記
」
で
、
丹
羽
が
「
こ
の
一
篇
に
現
れ
る
固
有
名
詞
や
地
形
及

び
戦
闘
時
日
は
、
一
略
一
わ
ざ
と
事
実
に
よ
ら
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
断

っ
て
い
る
以
上
、
モ
デ
ル
を
詮
索
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
い
て
い
え
ば
、
作
中
で
郵
陽
湖
畔
を
修
水
方
面
へ
向
け
て
進
も
う

と
す
る
三
宅
中
隊
の
進
路
一
四
）
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
九
江
－
永
修
　
南

昌
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
「
武
漢
防
衛
第
一
線
」
突
破
に
属
す
る
作
戦
と
推
察
で
き

る
。
そ
し
て
、
中
隊
が
全
員
戦
死
し
た
騎
駝
山
は
、
「
木
の
幹
を
っ
か
み
、
叢

を
つ
か
ん
で
登
る
の
だ
つ
た
が
、
山
肌
に
と
り
つ
い
て
み
る
と
、
思
つ
た
よ
り

も
瞼
し
か
つ
た
。
一
略
一
敵
か
ら
も
撃
ち
に
く
い
の
か
、
弾
は
樹
木
の
中
程
か

ら
上
の
方
に
ぱ
し
ぱ
し
と
当
つ
た
」
（
七
）
と
記
さ
れ
る
険
阻
な
崖
で
あ
り
、

丹
羽
が
「
大
陸
の
思
ひ
出
」
で
、
「
胸
っ
く
急
峻
な
山
で
あ
る
。
手
ぶ
ら
で
よ

　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

ぢ
の
ぼ
る
だ
け
で
も
大
変
だ
が
、
銃
を
も
っ
て
、
上
か
ら
狙
ひ
う
ち
し
て
ゐ
る

と
こ
ろ
を
の
ぼ
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
、
打
撃
は
大
き
か
っ
た
に
違
ひ
な
い
」
と

記
し
た
「
金
輸
峰
」
が
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
十
月
四
日
に

見
聞
し
た
風
景
や
逸
話
を
作
中
に
活
か
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
た
件
も
含
め
、
本
作
が
丹
羽
の
従
軍
経
験
を
反
映
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
作
品
化
に
当
た
っ
て
丹
羽
は
、
主
人
公
を

作
家
で
は
な
く
新
聞
記
者
に
、
短
期
の
瞥
見
で
は
な
く
長
期
の
駐
在
に
虚
構
化

し
た
。
そ
し
て
、
戦
場
で
の
生
活
が
長
く
な
る
に
し
た
が
い
、
「
文
化
人
と
し

て
の
鎧
を
ぬ
ぎ
す
て
て
、
一
介
の
現
実
主
義
者
に
還
っ
た
と
い
ふ
こ
と
」
（
二
）

を
認
め
る
一
方
で
、
「
し
か
し
戦
争
は
酒
井
ら
を
喰
ひ
つ
く
し
は
し
な
い
の
だ
」

（
四
）
と
個
我
を
失
う
ま
い
と
す
る
葛
藤
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
「
い
く
ら
文
化

的
な
高
い
目
的
か
ら
と
は
云
へ
、
戦
略
的
に
も
戦
術
的
に
も
何
一
つ
役
に
立
た

な
い
新
聞
記
者
」
の
身
に
「
負
目
」
（
一
）
を
感
じ
る
一
方
で
、
中
隊
長
の
遺

書
を
写
し
取
る
時
、
「
特
ダ
ネ
を
と
っ
た
と
き
の
凱
歌
の
奏
し
た
く
な
る
気
持
」

を
押
さ
え
き
れ
ず
、
戦
死
者
を
悼
み
つ
つ
も
「
新
聞
記
者
と
い
ふ
も
の
に
は
い

つ
の
場
合
に
も
多
少
の
冷
淡
が
つ
き
ま
と
ふ
も
の
で
は
な
い
か
」
一
七
）
と
自

身
の
心
情
を
肯
定
す
る
記
者
の
職
業
的
自
覚
が
巧
み
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
戦
後
の
奮
言
だ
が
、
丹
羽
は
「
還
ら
ぬ
中
隊
」
の
中
に
「
娑
姿
人
と
軍
人
は

別
の
人
種
だ
、
自
分
に
は
と
う
て
い
戦
場
に
と
け
こ
め
な
い
と
い
う
苦
し
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

矛
盾
と
距
離
を
、
は
っ
き
り
書
き
こ
ん
で
お
い
た
」
と
公
言
し
て
い
る
。
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五



　
　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

の
眼
か
ら
み
て
、
作
中
に
は
誤
っ
た
中
国
理
解
や
時
局
に
迎
合
し
た
叙
述
な
ど

も
あ
っ
て
、
一
概
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
丹
羽
の
創
作
意
図
は
こ

の
「
苦
し
さ
と
矛
盾
と
距
離
」
の
描
出
に
あ
っ
た
と
信
じ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
形
式
で
は
な
く
、
総
合
的
な
小
説
形
式
で
発
表
し
た
と

こ
ろ
に
本
作
の
意
義
が
あ
る
。

　
考
え
れ
ば
、
武
漢
陥
落
の
祝
勝
気
分
が
醒
め
や
ら
ぬ
雑
誌
の
新
年
号
に
、
た

と
え
一
中
隊
の
戦
闘
と
は
い
え
、
日
本
軍
の
敗
北
を
文
字
ど
お
り
「
還
ら
ぬ
中

隊
」
の
タ
イ
ト
ル
で
発
表
す
る
と
は
、
度
胸
の
据
わ
っ
た
行
為
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
犠
牲
を
乗
り
越
え
て
進
軍
す
る
勇
ま
し
い
皇
軍
兵
士
を
称
揚
す
る

作
品
と
と
れ
ば
、
筆
禍
に
問
わ
れ
る
危
険
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

石
川
の
「
武
漢
作
戦
」
と
並
べ
て
み
る
時
、
無
防
備
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
丹
羽

の
執
筆
態
度
は
、
創
作
へ
の
あ
く
な
き
意
欲
が
現
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

当
の
石
川
も
、
丹
羽
を
「
結
末
の
大
変
な
戦
闘
な
ど
の
筆
致
を
見
る
と
、
ど
ん

な
大
が
か
り
な
小
説
で
も
立
派
に
書
い
て
行
け
る
作
家
だ
と
思
ふ
」
と
評
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
他
の
全
作
晶
よ
り
も
『
還
ら
ぬ
中
隊
』
の
将
来
に
期
待
」
し
て
い
る
。

　
他
に
同
時
代
評
と
し
て
は
、
本
作
の
「
強
靱
な
筆
力
」
を
称
え
、
「
大
陸
政

策
を
あ
げ
つ
ら
つ
た
り
、
生
半
可
な
政
治
論
を
口
に
し
て
ゐ
る
連
中
を
尻
目
に

か
け
て
、
丹
羽
は
黙
つ
て
大
陸
小
説
と
い
ふ
も
の
を
ひ
ね
り
出
す
に
違
ひ
な

＠い
」
と
確
信
す
る
須
麿
寧
、
「
つ
ね
に
過
去
を
つ
き
離
し
て
ゐ
る
」
丹
羽
の

　
　
　
　
　
ゆ

「
転
回
の
一
里
塚
」
と
位
置
づ
け
る
Ｓ
・
Ｏ
な
ど
が
見
出
せ
る
。
「
戦
争
の
道
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
六

化
に
つ
い
て
」
や
「
日
本
人
の
力
に
つ
い
て
」
の
政
談
に
多
く
を
費
や
し
た
岸

田
国
士
『
従
軍
五
十
日
』
（
昭
１
４
・
５
・
８
、
創
元
社
）
、
「
私
達
の
現
実
戦
」

や
「
戦
ひ
を
決
す
る
も
の
・
使
命
」
を
声
高
に
叫
ぶ
富
澤
有
為
男
「
中
支
戦

線
」
（
「
中
央
公
論
」
昭
１
３
・
１
２
）
等
に
比
べ
て
際
立
つ
丹
羽
の
創
作
力
・
表
現

力
が
批
評
家
に
認
め
ら
れ
た
の
は
も
っ
と
も
だ
し
、
「
賛
肉
」
（
「
中
央
公
論
」

昭
９
・
７
）
「
愛
欲
の
位
置
」
（
「
改
造
」
昭
１
２
・
６
）
等
で
〈
情
痴
作
家
〉
と

決
め
っ
け
ら
れ
た
丹
羽
が
新
境
地
を
拓
い
た
と
、
驚
き
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら

れ
た
の
が
実
相
で
あ
っ
た
。

　
『
還
ら
ぬ
中
隊
』
は
、
雑
誌
完
結
の
翌
々
月
、
昭
和
十
四
年
三
月
三
日
付
で

中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
。
早
く
も
四
月
十
五
日
に
再
版
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
よ
く
売
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
も
相
対
的
な
事
象
で
あ
り
、
当
時

の
火
野
葦
平
の
人
気
に
は
及
ば
な
い
。
『
麦
と
兵
隊
』
は
初
版
が
昭
和
十
三
年

九
月
十
六
日
、
ニ
ケ
月
後
の
十
一
月
十
日
に
は
十
刷
を
数
え
て
い
る
し
、
第
二

作
『
土
と
兵
隊
』
は
昭
和
士
二
年
十
一
月
二
十
四
日
初
版
の
わ
ず
か
八
日
後
、

再
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
書
籍
の
刊
行
日
付
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
に
は

問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
火
野
葦
平
ブ
ー
ム
が
読
書
界
を
席
捲
し
て
い

た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　
杭
州
湾
上
陸
作
戦
に
下
士
官
と
し
て
参
加
し
、
徐
州
戦
前
に
報
道
班
員
に
登

用
さ
れ
た
火
野
の
作
品
は
、
実
戦
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
兵
士

を
大
陸
に
送
り
出
し
た
国
内
の
家
族
た
ち
の
、
中
国
戦
線
の
実
状
を
知
り
た
い



と
い
う
欲
求
に
合
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
火
野
の
著
作
は
中
川
一
致
装
、
ふ
ん

だ
ん
に
写
真
が
挿
入
さ
れ
た
日
記
形
式
の
作
品
で
、
読
者
の
欲
求
に
よ
く
応
え

て
い
る
。
『
還
ら
ぬ
中
隊
』
は
藤
田
嗣
治
装
だ
が
、
従
軍
記
類
に
よ
く
あ
る
写

真
や
挿
絵
は
な
い
。
こ
れ
は
、
火
野
と
丹
羽
の
著
作
が
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る

こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
大
き
な
火
野
ブ
ー
ム
の
最
中
、
従
軍
は
し
て
も
実
戦
経
験
の
な
い
く
ペ
ン
部

隊
Ｖ
の
作
家
た
ち
は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
以
外
の
作
品
を
書
き
に
く
い
側
面
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
で
、
「
娑
婆
人
と
軍
人
は
別
の
人
種
だ
」
と
自

覚
し
、
「
い
い
も
の
が
書
き
た
い
」
と
望
ん
だ
丹
羽
は
、
あ
え
て
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
的
な
方
法
を
排
し
、
本
格
的
な
小
説
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
で
し
だ
い
に
緊
迫
の
度
を
加
え
た
後
年
、
海
軍
に
徴
用
さ

れ
た
丹
羽
が
、
本
作
同
様
、
新
聞
記
者
森
を
主
人
公
に
し
て
戦
場
で
の
生
活
を

叙
し
た
小
説
『
報
道
班
員
の
手
記
』
一
昭
１
８
・
４
・
１
９
、
改
造
杜
）
は
発
禁
処

分
を
受
け
る
。
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
事
件
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
「
還
ら
ぬ
中

隊
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
の
時
代
は
、
ま
だ
権
力
の
許
容
範
囲
は
比
較
的
広

か
っ
た
と
は
い
え
よ
う
。

注
¢
　
〔
陸
軍
班
〕
久
米
正
雄
、
浅
野
晃
、
尾
崎
士
郎
、
片
岡
鉄
兵
、
川
口
松
太
郎
、

　
田
国
士
、
佐
藤
惣
之
助
、
白
井
喬
二
、
瀧
井
孝
作
、
富
澤
有
為
男
、
中
谷
孝
雄
、

　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

岸丹

　
羽
文
雄
、
深
田
久
弥
、
林
芙
美
子
。

　
　
〔
海
軍
班
〕
菊
池
寛
、
北
村
小
松
、
小
島
政
二
郎
、
佐
藤
春
夫
、
杉
山
平
助
、
浜

　
本
浩
、
吉
川
英
治
、
吉
屋
信
子
。

　
　
他
に
、
土
師
清
二
、
甲
賀
三
郎
、
長
谷
川
伸
、
中
村
武
羅
夫
ら
、
大
衆
文
学
系
作

　
家
を
中
心
と
し
た
海
軍
南
支
派
遣
部
隊
な
ど
が
あ
る
。

　
　
高
崎
隆
治
「
文
学
者
の
迎
合
主
義
」
一
『
戦
争
と
戦
争
文
学
と
』
昭
６
１
．
８
．
１
、

　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

¢
　
「
陥
落
近
き
漢
口
戦
線
へ
”
文
学
部
隊
”
も
出
動
」
一
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
．

　
８
・
２
４
一

　
　
菊
池
、
久
米
、
吉
川
、
白
丼
、
横
光
、
片
岡
、
尾
崎
、
佐
藤
一
春
）
、
小
島
、
吉

　
屋
、
北
村
、
丹
羽
が
、
文
壇
側
か
ら
出
席
し
た
。

　
　
「
堂
々
征
く
”
文
芸
部
隊
”
！
菊
池
寛
氏
は
じ
め
廿
二
氏
決
り
愈
よ
漢
口
大
攻
略

　
戦
へ
進
軍
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
８
・
２
７
）

¢
　
萩
原
朔
太
郎
「
文
士
の
従
軍
行
」
一
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
．
９
．
３
）

＠
　
河
上
徹
太
郎
「
文
士
の
従
軍
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
．
９
．
２
）

　
　
鈴
木
庫
三
「
従
軍
文
士
に
期
待
」
一
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
．
９
．
３
一

＠
　
「
文
士
部
隊
は
空
陸
か
ら
出
発
－
陸
軍
は
十
一
日
、
海
軍
は
十
四
日
」
一
「
大
阪
朝

　
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
・
７
）

◎
　
「
『
ペ
ン
の
陸
軍
部
隊
』
出
動
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
．
１
２
）

＠
平
野
謙
「
『
告
白
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
文
芸
往
来
」
３
－
８
、
昭
２
４
．
９
）

＠
　
丹
羽
文
雄
「
私
の
言
ひ
分
」
一
「
文
芸
往
来
」
３
１
８
、
昭
２
４
．
９
）

＠
　
注
０
に
同
じ
。

＠
　
村
松
定
孝
「
戦
火
の
試
練
」
一
『
丹
羽
文
雄
』
昭
３
１
・
７
・
２
８
、
東
京
ラ
イ
フ
杜
）

　
た
だ
し
、
村
松
氏
は
丹
羽
の
筆
跡
を
「
よ
い
小
説
が
書
き
た
い
」
と
誤
記
し
、
他
の

　
作
家
が
二
死
君
恩
に
報
い
ん
」
「
尽
忠
報
国
」
な
ど
勇
ま
し
い
文
句
を
書
い
た
と

　
す
る
が
、
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
掲
載
の
文
面
と
は
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
七



　
　
　
　
丹
羽
文
雄
の
従
軍

＠
　
鉄
道
省
編
「
汽
車
時
問
表
」
１
０
１
１
２
（
昭
９
・
１
２
・
１
）
。
や
や
古
い
資
料
だ
が
、

　
次
の
大
幅
な
改
正
は
関
門
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
う
昭
和
十
七
年
十
一
月
な
の
で
、
こ

　
れ
を
利
用
し
た
。

＠
　
「
『
ペ
ン
の
陸
軍
部
隊
』
空
路
上
海
へ
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
・
１
４
）

＠
　
「
”
ペ
ン
部
隊
”
陸
軍
班
福
岡
を
出
発
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
・
１
６
）

＠
　
「
従
軍
ペ
ン
部
隊
上
海
に
勢
揃
ひ
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
・
１
６
）

ゆ
　
「
激
戦
の
跡
を
弔
ふ
－
ペ
ン
部
隊
一
行
の
感
慨
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・

　
９
・
１
９
）

＠
　
「
陸
の
”
文
士
部
隊
”
杭
州
へ
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
９
・
２
２
）

ゆ
　
「
ペ
ン
部
隊
前
線
へ
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
１
０
・
１
）

ゆ
　
注
ゆ
に
同
じ
。

ゆ
　
「
従
軍
文
芸
家
紀
念
寄
せ
書
」
（
『
第
９
８
回
古
書
籍
大
即
売
会
出
品
目
録
抄
』
平

　
２
・
１
２
・
２
６
－
３
０
、
大
阪
心
斎
橋
そ
ご
う
）

ゆ
　
岸
田
国
士
「
九
江
」
（
『
従
軍
五
十
日
』
昭
１
４
・
５
・
８
、
創
元
社
）

ゆ
　
「
陸
軍
ペ
ン
部
隊
の
二
氏
帰
還
す
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
１
３
・
１
０
・
１
６
）

ゆ
注
＠
に
同
じ
。

ゆ
　
馬
淵
逸
雄
「
戦
争
文
学
と
従
軍
文
士
」
（
『
報
道
戦
線
』
昭
１
６
・
８
・
４
、
改
造

　
社
）

＠
　
丹
羽
文
雄
「
挿
話
」
（
『
告
白
』
昭
２
４
・
３
・
１
５
）

ゆ
　
石
川
達
三
「
〈
中
堅
作
家
を
描
く
〉
丹
羽
文
雄
の
態
度
」
（
「
文
芸
」
７
－
５
、
昭

　
１
４
・
５
）

＠
　
須
麿
寧
「
〈
人
物
時
評
〉
丹
羽
文
雄
」
（
「
文
芸
」
７
－
１
、
昭
１
４
・
２
）

ゆ
　
Ｓ
・
Ｏ
「
〈
文
学
的
人
物
論
〉
丹
羽
文
雄
」
（
「
文
芸
」
７
－
８
、
昭
１
４
・
８
）

二
四
八

〔
付
記
〕

引
用
に
際
し
、

漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。
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